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（しまね県民活動支援センター）
https://www.teiju.or.jp/

ねっと

情報発信を効果的に!!
日頃、団体の活動や寄付のお願い、イベント集客を行う中で様々な情報発信を行っておられると思います。

そんな中、情報が届いているだろうか？寄付は集まるだろうか？イベントに人は来てくれるだろうか？チラ

シ作成が上手くいかない…といった悩みをお持ちではないでしょうか。今回は情報発信についてのポイント

と役立つツールをご紹介します！

Canva（キャンバ）は初心者でも簡単に画像の

作成・編集ができるデザインツールです！

◆おススメ➀

無料で様々なデザインを作成することができる

◆おススメ②

テンプレート、フリー素材が豊富で、誰でも

「プロっぽい」デザインができる

◆おススメ➂

パソコン・スマホどちらからも編集できる

おすすめツール ご紹介！

8/24、9/7に情報発信力強化セミナー
を開催したよ。DAY1は情報発信につい
ての基本的な知識を学び、DAY2は
Canvaの操作や実際にCanvaを使って
チラシ作成をしたよ！

これまでもチラシ制作をしていた
が、誰に向けてどんな行動をして
もらいたいのかを掘り下げて考

えることはなかったので、新たな
視点をいただいた。

Canva操作自体が思っ
たより簡単だったし、色
んなことに活用できるこ

とを知れた。

チラシ作りに難しさや課題
を感じていたので、Canva
を使うことで、より魅力的

なチラシを作ることができ
そう。

～ 情報発信力強化セミナー 参加者の感想（アンケートより）～

▲豊富なテンプレート

▲Canvaのホーム画面

https://www.canva.com/

まずは、
アカウント登録をしてみよう！

登録ができたら
ログインして使えるよ！

～ Lets’ challenge！～

やってみよう♪

➀誰に向けて伝える? → 利用者？寄付者？参加者？活動情報やサービスを届けたい相手は誰？…

情報発信を行う上で、まずは次のことを考えてみよう！

➂どのように伝える? → ホームページで伝える、SNSで伝える、メールで伝える、チラシを配布する…

②何のために伝える? → 情報を受け取った人にどんな行動をとってもらいたいのか。

  イベント参加して欲しい、寄付など支援して欲しい、活動の事を知って欲しい…

情報を届ける第一歩は相手を知ること！

＼POINT／
相手を知って、相手に合わせた情報を

発信できると、自分に向けられた情報！

と受け取ってもらいやすくなるよ



☞申請のポイント
・まずは法人の定款で自団体の活動分野を確認

・申請書類は申請分野に合った内容を書く

・毎年応募する（あきらめない）

定住財団からのお知らせ

今年度も中国ろうきんNPO寄付システムの募集を開始します。本寄付システムでは、

活動分野ごとに集まった寄付を、審査会によって採択されたNPO法人へ配分すること

で、その活動や基盤づくりを支援しています。島根県は他県に比べ、多くの寄付金が

集まっています。寄付者の方々の思いがNPO法人の皆様の活動に有効に活用されるよ

う、今年は募集を増枠しました。多数のご応募をお待ちしています。

■締 切：2023年11月30日㊍ 13:00必着
■対 象：島根県内のNPO法人

        ※2023年11月30日までに認証された団体
■配分金額：1団体5万円(一部10万円)

42団体に配分予定
■対象経費：使途に制限はありません

中国ろうきんNPO寄付システム募集開始

NPO事務局セミナー＆検定を実施しました

NPO法人の法務、会計・税務、労務に関する知識を1日で学ぶ「全国一斉オンライン

NPO事務局セミナー＆検定」を松江と浜田の2会場で開催しました。今回の事務力検定

(初級)では、新たに15名が合格されました。おめでとうございます！島根会場では毎回、

多くの受講者にご参加いただいております。すでに検定に合格された方でも、スキル

アップ、知識定着のため、繰り返しセミナーにご参加いただけます。冬期にも開催を予

定していますので、たくさんのご参加をお待ちしています。

島根県の

初級合格者

117名

NPO事務力検定

寄付を受けて活動しているNPOと寄付者(これまで島根県内のNPOに寄付くださった方やしまね社会

貢献基金サポーター企業等)が一堂に会し、寄付に対する感謝を伝え、交流を図るための集いを開催し

ます。今年は、日本ファンドレイジング協会が考案した、寄付・社会貢献を身近に知り、学ぶカード

ゲーム「from Me」の体験会を同時開催！寄付先・支援先をご検討中の方や、しまね社会貢献基金へ

の登録を検討中の団体、寄付や社会貢献、地域づくりに興味がある方等、⼤歓迎です。

■会 場：あすてらす(⼤田市⼤田町⼤田イ236-4）

■対 象：地域づくり団体・NPO法人 等

開催
決定

2023年12月23日㊏ 10:00～16:30

地域づくりオールスター

地域、島根を想う皆さん！
互いに学び・称え合いましょう！

合格者の所属する団体にはCANPANで

「検定合格」マークが付与されるよ♪

日時：2023年12月1日㊎ 13:30〜17:00

会場：松江市市民活動センター(スティックビル)5階 交流ホール

対象：NPO活動や寄付に興味のある方ならどなたでも

内容：情報提供(最近の寄付事情)、パネルディスカッション、

カードゲーム「from Me」、交流タイム

定員：36名(先着順)

参加費：無料

申込締切：11月24日㊎

体験会＠山陰 × 寄付に感謝する集い2023

詳細・申込書類は
こちらから▶▶▶ 

同期間内にファンドレイジングセミナーを
開催予定です。併せてご参加ください。

2023年12月4日㊊～2024年2月2日㊎

令和6年度 第1回

しまね社会貢献基金
クラウドファンディング
募集期間が決定しました！

予告

(クラウドファンディング開始は4月1日㊊～)

寄付・投資・消費・貯蓄など様々なお金の使い方を通

して、自分のウェルビーイング(幸福)の向上とお金の

使い方の関係性を疑似体験できるカードゲームです。

とは…?

詳細・申込は
こちらから 



締切
11/15(水)

締切
11/16(木) 

17時

締切
11/15(水)

締切
11/15(水)
消印有効

締切
11/30(木)
消印有効

締切
12/15(金)

必着

➀地域ささえあい助成
②協働はじめる助成：上限50万円
協働ひろめる助成：上限100万円
協働たかめる助成：年500万円×最長3年

➂日本生協連・コープ共済連

詳しい情報・問い合わせ先などは

サイトからご確認ください。助成金情報

イベント情報

https://www.shimane-ikiiki.jp

➀修学助成金

②1人20万円

➂公益財団法人雨宮児童福祉財団

島根いきいき広場 助成金
➀助成金名 ②助成額（助成内容）➂問合せ先

➀手のひらパートナープログラム
②1団体あたり上限100万円
総額1,000万円

➂公益財団法人日本フィランソロピー協会内
 田辺三菱製薬 手のひらパートナープロ
 グラム事務局

➀For Children基金
②1件あたり原則100万円以内 3～5件程度
➂公益財団法人公益推進協会 

For Children基金担当

➀「連合・愛のカンパ」助成金
②1団体あたり上限15万円(16団体程度)
➂公益財団法人さわやか福祉財団

➀三菱UFJ信託地域文化財団助成
②1件あたりの上限額は定めていないが
近年は1件あたり20万～70万円程度

➂公益財団法人三菱UFJ信託地域文化財団
事務局

➀盛和塾 手に職つけよう応援助成
②1人あたり10万円
➂社会福祉法人中央共同募金会 基金事業部
盛和塾プログラム担当

➀公募福祉助成金
②一般枠：1団体50万円以内
高齢者福祉特別枠：1団体50万円以内
児童福祉特別枠：1団体50万円以内

➂公益財団法人毎日新聞大阪社会事業団

➀地域活動団体への助成「生活学校助成」
②生活学校への参加：6万円
全国運動への参加：上限5万円

➂公益財団法人あしたの日本を創る協会
生活学校募集係

子どもアートDayいわみん2023年秋

開催期間：2023/10/20(金)～11/19(日)

開催会場：島根県西部、首都圏

内 容：自然、食等7テーマに分かれた計71プロ

グラムを島根県西部地域で、計11プログ

ラムを首都圏で開催

申込締切：各体験プログラム開催日の3日前

問合せ先：いわみん実行委員会  

TEL:0855-52-7214

（受付時間:平日10時～17時）

開催日時：2023/11/19(日)10:00～15:00

開催会場：島根県民会館(松江市殿町158) 

内 容：地元アーティストやパフォーマーが集結

し、子どもと多彩なアートが楽しめる

入場料金：無料(ただし、プログラムによっては

一部参加料が必要)

主 催：「子どもアートDay」実行委員会

➀子どもゆめ基金助成
②全国規模：限度額600万円
都道府県規模：限度額200万円
市区町村規模：限度額100万円

➂独立行政法人国立青少年教育振興機構締切
11/21(火)

17時

締切
11/30(木)

締切
11/30(木)
消印有効

締切
11/30(木)

必着



株式会社イトハラ水産は、主に全国の生活協同組合に宍道湖産冷凍大和しじみを納入しており、産地情報サイトと
して「宍道湖畔のしじみの学校」というホームページを開設し、しじみっ湖プロジェクトとして「しじみの研究レポート」
や「宍道湖を守る環境・交流活動」を行っています。「しじみの研究レポート」 では、しじみ殻の活用方法、しじみ浄化
装置がしじみ旨味成分に及ぼす効果、これからの自然環境への対応などを調査研究し、多くの皆様と一緒に森を大
切にし、河川を守り、斐伊川水系や宍道湖の環境を考える情報サイトとして発信しています。
また、限りある資源を永く守り育てるため、大和しじみが生息する宍道湖をはじめ斐伊川水域や
その周りの山々を守る活動に賛同し、斐伊川水系宍道湖、森林と河川の保護活動や交流活動に
参加しています。なお、平成２１年度より「しまね社会貢献基金」に寄附し、斐伊川水系や宍道湖を
守る活動に役立てていただいています。

Facebookも日々更新中！
しまね県民活動支援センター
で検索してみてください♪

県内NPO情報      R5.8.31 現在

県内ＮＰＯ法人数

全体 282

内認定 6

内特例認定 0

新設ＮＰＯ法人数 2

解散ＮＰＯ法人数 2

しまね社会貢献基金登録団体数 81

だんだん認証レベル取得団体数
全体 42

内レベル２ 31

[松江事務局]

〒690-0003 松江市朝日町478-18 松江テルサ3階

TEL (0852)28-0690  FAX (0852)28-0692

E-mail： chiiki@teiju.or.jp

[石見事務所]

  〒697-0034 浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階

 石見産業支援センター「いわみぷらっと」内

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630

E-mail： iwami@teiju.or.jp

（しまね県民活動支援センター）

発行元

https://www.shimane-ikiiki.jp/

島根県では、社会貢献活動を行うNPO等を資金面で支援していただける企業を

「サポーター企業」として登録しています。こちらで順次紹介していきます。

しまね社会貢献基金

サポーター企業紹介

●7月・8月の新設NPO法人

NPO法人日本犬益田柴犬育成会（益田市）

特定非営利活動法人むぎくさ（松江市）

株式会社 イトハラ水産

[電話]0852-27-5690

[H  P]https://itohara.co.jp

砂出ししじみ加工製造
及び販売を行っています

会社紹介

NPO法人がそれぞれの思いを行動に移すとき、人材、技術、資金などの限界にぶつかることがあるでしょう。そんな
とき、一緒に活動することで社会貢献できたら良いと思っている。趣旨に賛同し、考えの方向性を共有していくことで
協働はできると思う。もし、途中で歯車が合わなくなることがあったとしても、コミュニケーション次第でうまくいくので
はないか。企業、団体、行政、それぞれの強味を活かして一緒になって取り組んでいくことが必要。小さい活動からで
も良いので、まずは何か動き出し、活気ある地域にしていきたい。

NPOとの協働活動について ＼（株）イトハラ水産 代表取締役 糸原真吾さんにインタビュー／

糸原さんの社会貢献に対する思い

～取材を通して～
HPを見てみると、かわいらしいしじみたちに魅了されました。お話を伺うと、「しじみのブログ」は、品質管理担当者が、お届けするしじみの状態など
を、お客様や取引先に分かるように、毎日更新しているそうです。イトハラ水産のHPは販売目的ではなく、宍道湖のしじみを知っていただくために、

先代が自ら構成を手掛けた、思いの詰まったHPだそうです。是非、ご覧ください！

二代目代表取締役 糸原真吾さん▶

私どもは、宍道湖産大和しじみを取り扱い続け３５年。お客様に自然の食材であることをご理解いただき、しじみ
漁師の皆様とも情報を共有し、資源の保護活動に取り組み、地域の環境を守ることで
次の世代に繋げていきたいと考えています。
また、先代の教えでもある「3・3・3・1」(漁師・問屋・イトハラ水産が3つずつ、残りの1は
頑張ったところが持って行けばいい)の考えを受け継ぎ、先を見据えた事業を行っています。
そして、この環境、自然の恵みに感謝をし、皆様のお力をお借りしながら、私たちができることを
考え行動に反映させていきたいと思っています。
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